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対面、Zoom、電話等で取材に対応させて頂きます。取材、画像等をご希望の方は、ご連絡を 

お願い致します。 

日本ではマタタビ、そして欧米ではキャットニップ、どちらも、ネコが体を擦り付けたり

する特有の反応を誘起する植物として知られています。では、この二つが同時に存在した場

合、ネコはどちらを選ぶでしょうか？ 

国立大学法人岩手大学の宮崎雅雄教授、上野山怜子助教、国立大学法人東海国立大学機構

名古屋大学の西川俊夫教授らの研究グループは、この疑問に答えるため、ネコが自分の意思

で近づくか無視するかを選べる条件下で、マタタビとキャットニップへの反応を比較しまし

た。その結果、いずれの植物もネコに単独で提示すると特有の反応を誘起するにもかかわら

ず、自由行動下ではマタタビの方がキャットニップよりも高頻度で反応を引き起こすことが

分かりました。 

研究グループはまず、野外で育てたキャットニップの近くに新鮮なマタタビの枝葉を置

き、自由に行動するネコの行動を観察しました。その結果、複数のネコがマタタビに明瞭な

反応を示した一方で、近くに生えているキャットニップや採取したキャットニップの葉には

反応しませんでした。同様の傾向は、両植物の抽出物を比較した実験でも確認されました。 

さらに、22頭の欧米や中東に由来する品種を含むイエネコを対象に、普段過ごしている広

い室内環境で、マタタビ抽出液とキャットニップ抽出液を同時に提示しました。その結果、

より多くのネコがキャットニップ抽出液よりもマタタビ抽出液に反応し、この傾向は特定の

地域のネコだけに限られない可能性が示されました。 

原因は、キャットニップに有効成分が少なかったわけではありません。化学分析の結果、

キャットニップには、ネコの反応を引き起こす有効成分ネペタラクトンが十分量含まれてい

ました。実験室内で、キャットニップに含まれるネペタラクトンを単独で提示した場合には、

ネコは特有の反応を示しました。つまり、今回観察された違いは、単純にキャットニップの

成分が少ないからでは説明できません。 

本成果は、ネコと植物の関係を理解するうえで重要な知見であり、実際にネコが近づいて

反応することと、活性物質の量や強さは、必ずしも相関しないことを示しています。これは、

嗅覚刺激と動物行動の関係に新たな視点を提示するものです。本研究は、嗅覚刺激を利用し

た動物福祉や行動制御、化学シグナルの生態学的意義を考えるうえでも重要な基盤になると

期待されます。本研究成果は、ドイツとイギリスに本拠を置くシュプリンガーネイチャーが

出版する化学生態学分野の国際学術誌「Journal of Chemical Ecology」に、令和 8年 5月

12日に電子版で公開されました。 

ネコはマタタビ派？キャットニップ派？  
―自由行動下の解析で見えた反応性の違い― 
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本研究成果のポイント 

・ネコは自由に近づくか無視するかを選べる状況では、キャットニップよりもマタタビに対して、

より安定して擦り付け・転がり反応を示すことを明らかにした。 

・キャットニップにはネコの反応を引き起こす有効成分が豊富に含まれており、ケージ内の行動試

験では実際に反応を誘導できることを確認した。 

・しかし、自由選択条件ではキャットニップへの反応は低く、におい成分が実験室内で活性を示す

ことと、動物が実際にそのにおいを選んで行動することは必ずしも一致しないことを示した。 

・キャットニップに反応しにくかった理由はまだ不明だが、生のキャットニップではにおいが強す

ぎる、あるいは持続的に放出されることで、ネコが行動に移りにくくなる可能性が考えられる。 

・本研究は、においによる動物行動を評価するには、実験室内の反応性だけでなく、動物が自ら選

択できる環境で検証することが重要であることを示し、飼い猫のエンリッチメント素材の改良にも

つながる成果である。 
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図 1．屋外の自由行動下におけるネコの反応性の違い 

キャットニップが植えられている民家の庭に、採取後数時間以

内のマタタビとキャットニップを置き、暗視カメラで自由に出

入りするネコの行動を観察した。延べ 10 日間の観察で、6 匹

のネコが計 23回訪れた。そのうち 5匹で計 21回の擦り付け・

転がり反応が観察されたが、いずれもマタタビに対する反応で

あり、キャットニップへの同様の反応は見られなかった。 

マタタビ抽出液とキャットニップ抽出液を提示した試験で

は、4 匹中 3 匹が両方の植物抽出液に反応し、1 匹はマタタビ

抽出液のみに反応した。キャットニップ抽出液のみに反応した

個体はいなかった。 

 

 

図 2．飼育純血種ネコにおけるマタタビ抽出液とキャットニップ

抽出液への反応性の違い 

アメリカ、イギリス、ロシア、イランなどに由来する 9品種(注１)

からなる 22匹の飼育純血種ネコを対象に、通常の飼育環境下でマ

タタビ抽出液とキャットニップ抽出液を同時に提示して反応性を

調べた。ケージを使った実験と異なり、ネコは提示物に近づくか、

嗅ぐか、無視するかを自由に選べる条件で試験された。22 匹のう

ち 15 匹はマタタビ抽出液のみに擦り付け・転がり反応を示し、3

匹はキャットニップ抽出液のみに、1 匹は両方の抽出液に反応し

た。残り 3 匹はにおいを嗅いだものの、擦り付け・転がり反応を

示さなかった。これらの結果は、日本のネコだけでなく、海外由来

のネコであってもキャットニップよりマタタビに対する反応が有

意に高い傾向が観察された。 

 

注 1．アメリカンショートヘア、エキゾチックショートヘア、マンチカン、スコティッシュフォー

ルド、メインクーン、ミヌエット、ペルシャ、ロシアンブルー、ベンガル 
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図 3．キャットニップ抽出液の化学成分と

ネコに対する活性 

キャットニップ抽出液をガスクロマトグラ

フ質量分析計(注２)で分析したところ、ネ

ペタラクトンの３つの立体異性体(注３)が

検出された(左上)。その総量は、マタタビ

抽出液に含まれる生理活性イリドイド(注

４)の約 170倍であった(右上)。また、ケー

ジ内試験では、キャットニップ由来のネペ

タラクトン異性体がネコの擦り付け・転が

り反応を誘導した(下)。よって、自由選択

条件でキャットニップへの反応が弱かった

ことは、有効成分の不足や複数の異性体の

混在では説明できない。 

 

注２．ガスクロマトグラフ質量分析計：化学物質を分離し、それぞれが何であるかを調べる分析方

法。植物の抽出液にどのような成分が、どのくらい含まれているかを調べることができる。 

注３．立体異性体：同じ原子と結合でできているが立体的な関係だけが異なる化合物。例えば右手

と左手のようなもの。 

注４．イリドイド：マタタビやキャットニップに含まれる植物由来の炭素 15 個からなる化合物の

総称。この研究では、ネコの擦り付け・転がり反応を引き起こす作用をもつ有効成分を指す。 
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